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第２章　豊川市の概況

（原則として、旧一宮町・音羽町・御津町分を含んでいます。）

１　人口や世帯等の状況

（１）少子高齢化の状況

総人口は年々増加しており、平成19年では161,225人となっています。総人口に対する年少人口の割合は減少傾向にあり、平成19年では15.5％となっています。老年人口は年々増加傾向にあり、総人口に対する老年人口の割合（高齢化率）は、平成15年では16.7％でしたが、平成19年では18.9％となっています。

表　人口の推移
単位：人

	区　　分
	平成15年
	平成16年
	平成17年
	平成18年
	平成19年

	総人口
	158,039
	159,232
	159,563
	160,212
	161,225

	年少人口
（0～14歳）
	24,863
	24,986
	24,727
	24,800
	24,936

	
	15.7％
	15.7％
	15.5％
	15.5％
	15.5％

	生産年齢人口
（15～64歳）
	106,702
	107,053
	106,510
	105,981
	105,752

	
	67.5％
	67.2％
	66.8％
	66.2％
	65.6％

	老年人口
（65歳以上）
	26,462
	27,181
	28,284
	29,389
	30,495

	
	16.7％
	17.1％
	17.7％
	18.3％
	18.9％


資料：愛知県統計課（平成17年は国勢調査）　各年10月1日現在

[image: image1.emf]296

350

383

352

288

989

1,171

1,336

1,364

1,336

578

527

587

664

772

451

483

554

640

735

376

439

500

553

539

399

476

455

430

408

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年

要支援 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

（人）


図　人口の推移

（２）世帯構成の状況

一般世帯（施設等以外の世帯）数は、平成17年は平成12年に比べ増加しており、54,353世帯となっています。また核家族世帯数も増加しており、核家族化が進んでいます。

一世帯あたり人員は平成12年では3.05人でしたが、平成17年では2.88人と減少傾向にあります。

表　世帯構成の推移

	区　　　　分
	平成12年
	平成17年

	一般世帯（世帯）
	50,035
	54,353

	うち核家族世帯（世帯）
	30,603
	33,146

	一般世帯人員（人）
	152,677
	156,471

	一世帯あたり人員（人）
	3.05
	2.88


資料：国勢調査

（３）高齢者の状況

一人暮らし高齢者数は年々増加しており、平成15年では1,684人でしたが、平成19年では2,427人と約1.4倍となっています。

表　一人暮らし高齢者数（登録者）の推移
単位：人

	区　　　　分
	平成15年
	平成16年
	平成17年
	平成18年
	平成19年

	一人暮らし高齢者数（登録者）
	1,684
	1,934
	2,151
	2,323
	2,427


各年4月1日現在

（４）要支援・要介護認定者の状況

要支援・要介護認定者は年々増加しており、平成15年では3,089人でしたが、平成19年では4,078人となっています。特に、要介護２、要介護３が増加傾向にあります。

表　要支援・要介護認定者数の推移
単位：人

	区　分
	平成15年
	平成16年
	平成17年
	平成18年
	平成19年

	要支援
	296
	350
	383
	352
	－

	要支援１
	－
	－
	－
	－
	288

	要支援２
	－
	－
	－
	－
	483

	要介護１
	989
	1,171
	1,336
	1,364
	853

	要介護２
	578
	527
	587
	664
	772

	要介護３
	451
	483
	554
	640
	735

	要介護４
	376
	439
	500
	553
	539

	要介護５
	399
	476
	455
	430
	408

	合　計
	3,089
	3,446
	3,815
	4,003
	4,078


各年4月1日現在
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※平成19年については、要支援は要支援１の人数、要介護１は要支援２の人数を含む

図　要支援・要介護認定者数の推移

（５）障害者の状況

各障害の手帳所持者数は年々増加しており、特に、精神障害者保健福祉手帳所持者は平成15年では350人でしたが、平成19年では566人と、約1.6倍となっています。
表　各障害の手帳所持者数の推移




　単位：人

	区　　分
	平成15年
	平成16年
	平成17年
	平成18年
	平成19年

	身体障害者手帳
	4,631
	4,778
	4,702
	4,849
	4,832

	療育手帳
	727
	732
	755
	797
	854

	精神障害者保健福祉手帳
	350
	412
	462
	523
	566


各年4月1日現在
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図　各障害の手帳所持者数の推移

（６）子どもの状況

出生数は平成16年では前年に比べ減少していますが、平成17年以降は増加傾向にあり、平成18年では1,697人となっています。また小学校児童数においても、年々増加しており、平成19年では10,110人となっています。

表　出生数、小学校児童数の推移

	区　　分
	平成15年
	平成16年
	平成17年
	平成18年
	平成19年


	出生数（人）
	1,650
	1,571
	1,623
	1,697
	－

	伸び率（％）
	－
	△4.8
	3.3
	4.6
	－

	小学校児童数（人）
	9,822
	9,958
	9,988
	10,109
	10,110

	伸び率（％）
	－
	1.4
	0.3
	1.2
	0.0


出生数は各年度出生数、小学校児童数は各年5月1日現在、6～12歳（外国人含む）

（７）外国人登録者の状況

外国人登録者数は、年々増加しており、平成15年では4,651人でしたが、平成19年では5,794人と約1.2倍となっています。内訳をみると、ブラジル人が最も多く、平成19年では3,627人となっています。外国人比率をみると、平成19年では3.6％と年々増加しています。

表　外国人登録者数の推移
単位：人

	区　　分
	平成15年
	平成16年
	平成17年
	平成18年
	平成19年

	外国人登録者数
	4,651
	5,034
	5,413
	5,546
	5,794

	内

　　　

訳
	ブラジル
	2,891
	3,196
	3,561
	3,594
	3,627

	
	韓国・朝鮮
	448
	431
	418
	421
	442

	
	中国
	145
	163
	225
	289
	384

	
	フィリピン
	356
	419
	323
	356
	415

	
	ペルー
	446
	470
	490
	499
	495

	
	その他
	365
	355
	396
	387
	431

	外国人比率（％）
	2.9
	3.2
	3.4
	3.5
	3.6


平成15年～18年は各年12月1日現在、19年は9月末日現在
（８）母子・父子世帯、生活保護世帯等の状況

①母子・父子世帯の状況

母子世帯は、平成12年では694世帯でしたが、平成17年では882世帯と、約1.3倍となっています。父子世帯は、大きな増減はみられません。

表　母子・父子世帯の推移
単位：世帯

	区　 分
	平成12年
	平成17年

	母子世帯
	694
	882

	父子世帯
	98
	96


資料：国勢調査

②生活保護世帯の状況

生活保護世帯は、若干ではありますが、増加傾向にあります。被保護者人員は、大きな増減はみられません。

表　生活保護世帯・人員の推移

	区　　分
	平成15年度
	平成16年度
	平成17年度
	平成18年度

	実世帯（世帯）
	227
	231
	235
	236

	被保護者人員（人）
	304
	299
	308
	303


各月平均世帯及び人員
③就学援助費支給の状況

小・中学校就学援助費支給人数は、年々増加しており、平成18年度では1,159人となっています。

表　小・中学校就学援助費支給人数の推移

	区　　　分
	平成15年度
	平成16年度
	平成17年度
	平成18年度

	支給人数（人）
	970
	1,075
	1,151
	1,159


給食費の支給児童・生徒数
２　地域福祉の状況

（１）民生委員・児童委員の状況

平成19年の地区別の民生委員・児童委員数は、東部中学校区が最も多く48人となっており、音羽中学校区が最も少なく15人となっています。

表　地区別の民生委員・児童委員、主任児童委員数


	地区（中学校区）
	人　数

	東部
	民生委員児童委員
	48

	
	主任児童委員
	8

	南部
	民生委員児童委員
	36

	
	主任児童委員
	6

	中部
	民生委員児童委員
	18

	
	主任児童委員
	3

	西部
	民生委員児童委員
	24

	
	主任児童委員
	4

	代田
	民生委員児童委員
	19

	
	主任児童委員
	2

	金屋
	民生委員児童委員
	21

	
	主任児童委員
	4

	一宮
	民生委員児童委員
	21

	
	主任児童委員
	2

	音羽
	民生委員児童委員
	15

	
	主任児童委員
	2

	御津
	民生委員児童委員
	21

	
	主任児童委員
	2

	合計
	民生委員児童委員
	223

	
	主任児童委員
	33


平成19年12月1日現在

（２）福祉委員の状況

豊川市社会福祉協議会では、平成14年度から概ね連区を単位に「地域福祉活動推進委員会」の設置を推進しています。この委員会には各町内会に町内福祉会を設置し、福祉会活動を支える中心的な役割を担う福祉委員を置いています。福祉委員は、町内のボランティアや民生委員・児童委員と協力し、地域の福祉課題にあった見守り・訪問活動やサロン活動、在宅支援活動等を実施しています。なお、一宮、音羽、御津の各中学校区では、まだ地域福祉活動推進委員会が設置されていません。

表　地区別の福祉委員の数
単位：人

	地　　　区
	委　員　数
	地　　　区
	委　員　数

	東部中学校区
	33
	代田中学校区
	51

	南部中学校区
	71
	金屋中学校区
	35

	中部中学校区
	20
	合　　計
	282

	西部中学校区
	72
	


資料：社会福祉協議会　平成19年11月30日現在
（３）ボランティア・市民活動団体、ＮＰＯ法人の状況

豊川市社会福祉協議会は、従来ボランティアセンターを設置し、さまざまなボランティアの養成講座や小・中学校の「福祉実践教室」へのボランティア派遣、及びボランティアの需給調整等を実施してきました。

平成18年度に豊川市から市民活動センター事業を受託し、「とよかわボランティア・市民活動センター」として一体的に運営することになり、ボランティアや市民活動団体等と協力・連携し、地域福祉の推進を図っています。

表　ボランティア・市民活動登録団体数及び登録者数の推移


	区　分
	平成15年
	平成16年
	平成17年
	平成18年
	平成19年

	登録団体数
	167
	183
	212
	237
	240

	登録者数（人）
	3,764
	4,157
	5,101
	8,556
	9,266


資料：社会福祉協議会　各年4月1日現在（ただし、平成18年の豊川市分のみ4月30

日現在）
表　分野別のボランティア・市民活動団体の数

	分　　　野
	団　体　数
	分　　　野
	団　体　数

	保健医療又は福祉の増進を図る活動
	138
	災害救助活動
	8

	社会教育の推進を図る活動
	3
	地域安全活動
	15

	まちづくりの推進を図る活動
	8
	国際協力の活動
	4

	学術・文化・芸術又はスポーツの振興を図る活動
	17
	男女共同参画社会の形成の促進を図る活動
	5

	環境の保全を図る活動
	11
	子どもの健全育成を図る活動
	28

	ボランティア・市民活動団体の支援を図る活動
	2
	消費者保護を図る活動
	1


資料：社会福祉協議会　平成19年3月31日現在
表　ＮＰＯ法人の数

	区　分
	平成15年
	平成16年
	平成17年
	平成18年
	平成19年

	法　人　数
	7
	9
	13
	16
	15

	うち福祉関連NPO法人数
	4
	5
	8
	10
	10


各年4月1日現在
（４）とよかわボランティア・市民活動センター

地域における多様な分野のボランティアや市民活動団体の活動の活性化を支援し、市民の活動参加の促進と意識啓発を図るための活動拠点として、とよかわボランティア・市民活動センターを設置しています。

＜とよかわボランティア・市民活動センター＞

	活　　　　動　　　　内　　　　容

	①情報の収集・提供に

関すること
	広くボランティア・市民活動情報を提供するための活動情報の収集、発信を行っています。

	②活動場所及び資機材の提供に関すること
	ボランティア・市民活動団体へ、印刷機等の提供や活動場所を提供しています。

	③意識啓発・交流に関すること
	市民へのボランティア・市民活動への関心を高めるとともに、団体間の交流が図られる活動を企画・実施しています。

	④相談・連絡調整に関すること
	ボランティア・市民活動を始めたい人、既に活動している団体からの相談や、ボランティア・市民活動団体間の連絡調整を行っています。


（５）ふれあいサロンの状況

高齢者の集いの場である「ふれあいサロン」は、現在市内で88か所開催しています。
表　地区別のふれあいサロン設置数

	地　　　区
	設置数
	地　　　区
	設置数

	東部中学校区
	19
	金屋中学校区
	7

	南部中学校区
	16
	一宮中学校区
	5

	中部中学校区
	5
	音羽中学校区
	4

	西部中学校区
	21
	御津中学校区
	3

	代田中学校区
	8
	合　計
	88


資料：社会福祉協議会　平成19年11月30日現在
（６）町内会加入率の状況

町内会加入率は、年々減少傾向にあり、平成15年では79.0％でしたが、平成19年では77.1％となっています。地区別でみると、一宮中学校区が最も高く85.7％となっており、金屋中学校区が最も低く73.7％となっています。

表　町内会加入率の推移

	区　　分
	平成15年
	平成16年
	平成17年
	平成18年
	平成19年

	加入率（％）
	79.0
	78.5
	77.8
	78.2
	77.1


各年4月1日現在（旧音羽町・御津町及び17年以前の旧一宮町分は含まない。）


表　地区別町内会加入率

	地　区
	加入率（％）

	東部中学校区
	74.2

	南部中学校区
	76.6

	中部中学校区
	78.0

	西部中学校区
	76.8

	代田中学校区
	79.3

	金屋中学校区
	73.7

	一宮中学校区
	85.7

	合　　計
	77.1


平成19年4月1日現在

図　町内会加入率の推移

（７）老人クラブの状況

老人クラブは、60歳以上の高齢者が地域を単位とし、清掃活動、環境美化活動、スポーツ・文化活動、見守り・安全活動等の自主活動を通じ、心身の健康を図るとともに、地域福祉の担い手として活動しています。

表　地区別の老人クラブの推移                        単位：上段は団体数、下段は人

	中学校区
	平成15年
	平成16年
	平成17年
	平成18年
	平成19年

	東部
	団体
	26
	26
	26
	24
	22

	
	会員
	1,832
	1,844
	1,756
	1,641
	1,519

	南部
	団体
	26
	26
	25
	24
	23

	
	会員
	1,790
	1,816
	1,772
	1,762
	1,728

	中部
	団体
	11
	11
	11
	11
	11

	
	会員
	873
	892
	849
	824
	809

	西部
	団体
	17
	17
	17
	17
	17

	
	会員
	1,229
	1,240
	1,246
	1,230
	1,243

	代田
	団体
	6
	6
	6
	6
	7

	
	会員
	418
	413
	401
	377
	439

	金屋
	団体
	7
	7
	6
	6
	6

	
	会員
	474
	473
	466
	462
	467

	一宮
	団体
	12
	12
	12
	12
	12

	
	会員
	984
	967
	946
	893
	866

	音羽
	団体
	10
	9
	9
	10
	10

	
	会員
	570
	528
	532
	529
	548

	御津
	団体
	15
	15
	15
	13
	13

	
	会員
	1,061
	1,045
	1,031
	973
	978

	合計
	団体
	130
	129
	127
	123
	121

	
	会員
	9,231
	9,218
	8,999
	8,691
	8,597


各年4月1日現在
（８）社会福祉関連施設などの状況

市内の社会福祉関連施設など、地域に所在する主な施設の状況は次のようになっています。

表　地区別の社会福祉関連施設等
単位：か所

	区　分
	中　学　校　区

施　設　種　別
	東部
	南部
	中部
	西部
	代田
	金屋
	一宮
	音羽
	御津
	合計

	高齢者関係
	共同生活援助事業所

（グループホーム）
	2
	1
	
	2
	
	
	1
	1
	1
	8

	
	軽費老人ホーム・ケアハウス
	
	
	
	1
	
	1
	1
	
	1
	4

	
	デイサービスセンター
	5
	5
	3
	7
	1
	2
	2
	4
	3
	32

	
	特別養護老人ホーム
	
	
	2
	
	
	1
	1
	1
	1
	6

	
	有料老人ホーム
	
	
	
	1
	
	
	
	
	
	1

	
	養護老人ホーム
	
	
	1
	
	
	
	
	
	
	1

	
	療養型医療施設
	1
	1
	1
	1
	
	
	
	
	
	4

	
	老人憩いの家
	
	
	
	
	
	
	2
	4
	4
	10

	
	老人福祉センター・高齢者生きがい活動センター
	
	
	1
	
	
	
	1
	1
	1
	4

	
	老人保健施設
	
	
	2
	
	
	
	
	1
	
	3

	障害者関係
	共同生活援助事業所

（グループホーム）
	1
	
	4
	
	
	2
	2
	
	
	9

	
	共同生活介護事業所

（ケアホーム）
	1
	
	4
	
	
	2
	2
	
	
	9

	
	就労移行支援事業所
	
	
	
	
	
	1
	
	
	
	1

	
	就労継続支援事業所（Ａ型）
	
	
	
	
	1
	
	
	
	
	1

	
	就労継続支援事業所（Ｂ型）
	
	
	
	
	
	1
	1
	
	
	2

	
	小規模授産施設
	
	
	1
	
	
	
	1
	
	
	2

	
	身体障害者更生施設
	
	
	
	
	
	
	1
	
	
	1

	
	身体障害者授産施設
	
	
	
	
	
	
	1
	
	
	1

	
	身体障害者療護施設
	
	
	
	
	
	
	1
	
	
	1

	
	児童デイサービスセンター
	
	
	2
	
	
	
	3
	
	
	5

	
	生活介護事業所
	
	
	
	1
	
	
	
	
	
	1

	
	地域活動支援センター
	
	
	1
	1
	2
	
	1
	
	
	5

	
	知的障害者更生施設
	
	
	1
	
	
	
	1
	
	
	2

	
	知的障害者授産施設
	
	
	
	
	
	1
	
	
	1
	2

	児童・母子関係
	児童館
	1
	1
	
	
	1
	1
	1
	1
	3
	9

	
	児童遊園・ちびっこ広場
	11
	4
	13
	13
	2
	7
	7
	
	18
	75

	
	児童養護施設
	
	1
	
	
	
	
	
	
	
	1

	
	保育所
	4
	5
	4
	4
	4
	4
	7
	4
	5
	41

	
	母子生活支援施設
	
	
	
	
	
	1
	
	
	
	1

	
	幼稚園
	4
	1
	
	1
	
	
	
	
	
	6

	その他
	公民館・市民館
	7
	6
	4
	3
	3
	3
	1
	4
	4
	35

	
	小学校・中学校
	5
	4
	4
	3
	3
	3
	4
	4
	3
	33

	
	地域福祉センター
	
	
	
	1
	
	1
	
	
	
	2

	
	保健センター
	
	1
	
	
	
	
	
	1
	1
	3


平成20年1月15日現在
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